台湾史研究の先駆者王世慶について　―父の残した史料と文書を事例として― by 王 孟亮
私
は
、
父
・
王
世
慶
が
生
き
て
い
た
時
か
ら
、
中
京
大
学
が
台
湾
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
私
個
人
が
中
京
大
学
と
直
接
的
な
交
流
を
持
っ
た
の
は
、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー
が
王
世
慶
の
蔵
書
の
受
け
入
れ
に
賛
同
し
て
く
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
繋
が
り
の
仲
介
の
労
を
と
っ
て
く
れ
た
の
が
呉
文
星
教
授
(
現
・
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
名
誉
教
授)
で
あ
っ
た
。
現
在
、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
は
、
王
世
慶
の
蔵
書
を
収
録
し
た
｢
王
世
慶
文
庫｣
が
置
か
れ
て
い
る
。
王
世
慶
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
王
世
慶
先
生
訪
問
紀
録』
(
許
雪
姫
・
劉
素
芬
・
荘
樹
華
訪
問
／
丘
慧
君
記
録
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年)
及
び
『
台
湾
史
開
拓
者
―
王
世
慶
先
生
的
人
生
之
路』
(
周
婉
窈
、
新
北
市
文
化
局
、
二
〇
一
一
年)
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
こ
こ
数
年
の
間
、
私
は
、
王
世
慶
の
書
籍
、
文
書
、
手
書
き
原
稿
、
証
書
等
の
資
料
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
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台
湾
史
研
究
の
先
駆
者
王
世
慶
に
つ
い
て
父
の
残
し
た
史
料
と
文
書
を
事
例
と
し
て
王
孟
亮
訳
鈴
木
哲
造
れ
ら
の
資
料
の
な
か
に
は
重
要
な
文
書
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
や
証
書
等
の
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
は
、『
台
湾
風
物』
に
載
せ
た
文
章
の
な
か
で
す
で
に
紹
介
し
た
(
王
孟
亮
｢
父
親
王
世
慶
先
生
的
歴
史
文
件
(
一)｣
『
台
湾
風
物』
第
六
七
巻
三
期
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
頁
〜
二
一
頁
及
び
王
孟
亮
｢
父
親
王
世
慶
先
生
的
歴
史
文
件
(
二)｣
『
台
湾
風
物』
第
六
八
巻
一
期
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
頁
〜
一
九
頁)
。
こ
の
ほ
か
、
王
世
慶
は
、
研
究
者
、
同
僚
、
前
輩
、
友
人
、
学
生
等
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
書
籍
、
抜
刷
、
手
紙
、
師
匠
・
同
僚
及
び
友
人
の
認
め
た
書
類
等
の
資
料
を
大
量
に
残
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
王
世
慶
の
残
し
た
資
料
の
う
ち
、
以
下
五
項
目
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
(
一)
黄
純
青
氏
の
手
書
き
校
正
原
稿
(
二)
台
湾
省
文
献
委
員
会
同
僚
の
賀
嗣
章
氏
関
連
資
料
(
三)
同
僚
王
詩
琅
氏
編
纂
の
『
台
北
市
志
稿』
(
四)
王
世
慶
・
劉
金
狗
・
高
碧
烈
・
中
村
孝
志
の
集
合
写
真
(
五)
祖
母
・
頼
椪

の
二
次
葬
及
び
国
語
講
習
所
に
関
す
る
資
料
(
一)
黄
純
青
氏
の
手
書
き
校
正
原
稿
王
世
慶
の
受
け
た
学
校
教
育
は
、
日
本
の
教
育
で
あ
る
が
、
日
本
降
伏
後
、
す
ぐ
に
新
し
い
、
か
つ
不
案
内
な
中
華
民
国
の
社
会
に
お
い
て
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
小
学
校
教
師
と
し
て
働
い
た
後
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
(
現
・
国
史
館
台
湾
文
献
館)
に
移
っ
た
。
こ
の
時
の
仕
事
と
使
用
す
る
言
語
(
中
国
語)
は
、
彼
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
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私
は
、
新
北
市
樹
林
の
実
家
に
お
い
て
、
黄
純
青
氏
が
王
世
慶
の
文
章
を
校
正
し
た
原
稿
を
発
見
し
た
。
写
真
一
は
、
王
世
慶
が
台
湾
史
の
仕
事
に
打
ち
込
み
始
め
た
ば
か
り
の
頃
の
著
作
で
あ
る
『
台
湾
省
通
志
稿』
の
手
書
き
原
稿
で
あ
る
。
こ
の
『
台
湾
省
通
志
稿』
土
地
志
地
理
篇
の
第
三
章
地
名
沿
革
は
、
黄
純
青
氏
の
指
導
及
び
校
正
を
受
け
て
い
る
。
写
真
一
か
ら
は
、
校
正
の
筆
跡
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
(
二)
台
湾
省
文
献
委
員
会
同
僚
の
賀
嗣
章
氏
関
連
資
料
私
は
、
か
つ
て
執
筆
し
た
｢
家
父
、
歴
史
与
我｣
(『
台
湾
文
献』
第
六
二
巻
第
一
期
、
二
〇
一
一
年
、
三
三
頁
〜
三
八
頁)
の
な
か
で
、
賀
嗣
章
氏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
父
と
台
湾
省
文
献
委
員
会
(
文
献
会)
の
同
僚
と
の
交
流
は
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
訪
問
記
録
で
あ
る
『
王
世
慶
先
生
訪
問
紀
録』
(
許
雪
姫
・
劉
素
芬
・
荘
樹
華
訪
問
／
丘
慧
君
記
録
、
二
〇
〇
三
年)
に
お
い
て
す
で
に
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
捕
捉
す
る
に
値
す
る
事
柄
と
し
て
、
父
の
同
僚
で
あ
り
、
か
つ
て
東
北
(
満
洲
国)
に
い
た
賀
嗣
章
氏
を
あ
げ
た
い
。
父
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賀
さ
ん
は
、
満
洲
国
に
い
た
時
岸
信
介
さ
ん
と
と
て
も
親
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し
く
し
て
い
た
。
日
本
敗
戦
後
、
岸
さ
ん
は
、
幾
度
も
台
湾
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
度
に
賀
さ
ん
と
面
会
し
て
い
た
(
当
時
文
献
会
は
台
北
市
に
あ
っ
た)
、
と
。
岸
信
介
が
訪
台
の
際
に
面
会
し
た
の
は
、
多
く
が
日
本
教
育
を
受
け
た
党
の
重
鎮
で
あ
っ
た
(
例
え
ば
、
張
群
・
何
応
欽
等)
。
こ
の
よ
う
な
環
境
と
人
脈
関
係
を
み
れ
ば
、
も
し
賀
嗣
章
氏
が
岸
信
介
の
力
を
借
り
れ
ば
、
文
献
会
か
ら
離
れ
、
さ
ら
に
良
い
職
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
賀
氏
は
、
毎
回
、
岸
信
介
と
面
会
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
取
り
あ
げ
る
に
値
す
る
こ
と
は
、
父
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
賀
氏
は
、
常
に
毛
筆
で
原
稿
を
書
い
て
い
た
と
い
う
。
さ
て
、
写
真
二
は
、
一
九
五
八
年
七
月
一
日
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
成
立
九
周
年
の
際
に
撮
ら
れ
た
集
合
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
、『
林
衡
道
先
生
訪
問
紀
録』
(
陳
三
井
・
許
雪
姫
訪
問
／
楊
明
哲
紀
録
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
二
年)
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
王
世
慶
の
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
列
目
の
左
か
ら
五
番
目
の
唯
一
黒
色
の
服
を
着
て
い
る
人
物
が
賀
嗣
章
氏
で
あ
る
。
父
は
、
二
列
目
の
左
か
ら
二
人
目
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
『
王
世
慶
先
生
訪
問
紀
録』
(
許
雪
姫
・
劉
素
芬
・
荘
樹
華
訪
問
／
丘
慧
君
紀
録
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年)
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
私
は
、
賀
氏
ら
台
湾
の
満
洲
国
人
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
私
は
、
彼
ら
が
中
華
民
国
政
府
に
随
い
、
台
湾
に
移
住
し
た
後
、
で
き
る
限
り
満
洲
国
の
生
活
や
教
育
(
日
本
式)
を
語
ら
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
満
洲
国
の
台
湾
人
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、｢
台
湾
人
在
満
洲
的
戦
争
経
験｣
(
許
雪
姫
著
、
『
歴
史
台
湾』
第
一
一
期
、
二
〇
一
六
年
、
七
五
頁
〜
一
三
二
頁)
や
『
日
治
時
期
台
湾
人
在
満
洲
国
的
生
活
経
験』
(
許
雪
姫
・
黄
子
寧
・
林
丁
国
訪
問
／
藍
瑩
如
・
林
丁
国
・
黄
子
寧
・
鄭
鳳
凰
・
許
雪
姫
・
張
英
明
記
録
、
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
、
二
〇
一
四
年)
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等
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
、
台
湾
に
お
け
る
満
洲
国
人
の
受
け
た
日
本
教
育
の
経
験
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
台
湾
に
お
い
て
関
連
す
る
研
究
書
等
の
出
版
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
著
名
な
政
治
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
が
出
版
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
(
例
え
ば
、『
梁
肅
戎
先
生
訪
談
録』
(
梁
肅
戎
口
述
／
劉
鳳
翰
・
何
智
霖
訪
問
／
何
智
霖
紀
録
整
理
、
国
史
館
、
一
九
九
五
年)
。
満
洲
国
の
経
験
を
持
つ
人
の
大
部
分
は
、
す
で
に
他
界
し
た
か
、
あ
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る
い
は
高
齢
で
あ
る
。
し
か
し
、
台
湾
で
生
ま
れ
た
第
二
世
代
(
現
在
、
六
〇
歳
前
後)
が
関
連
す
る
史
料
や
文
書
等
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
の
発
掘
を
通
じ
て
、
な
お
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
(
三)
同
僚
王
詩
琅
氏
編
纂
の『
台
北
市
志
稿』
王
詩
琅
氏
は
、
一
九
六
二
年
に
『
台
北
市
志
稿』
巻
九
・
人
物
志
(
台
北
市
文
献
委
員
会)
を
編
纂
し
た
。『
台
北
市
志
稿』
第
八
章
｢
外
国
人｣
に
は
七
三
人
の
日
本
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
後
藤
新
平
を
は
じ
め
と
し
て
、
松
本
幹
一
郎
・
台
湾
電
力
株
式
会
社
社
長
が
最
後
の
一
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
は
、
政
治
、
教
育
、
文
人
、
弁
護
士
、
医
師
、
マ
ス
コ
ミ
、
商
工
界
に
よ
り
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
、
王
国

氏
が
編
纂
を
担
当
し
た
『
台
北
市
志』
巻
九
・
人
物
志
(
台
北
市
文
献
委
員
会)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
台
北
市
志』
と
王
詩
琅
氏
の
『
台
北
市
志
稿』
に
は
、
掲
載
し
た
日
本
人
の
数
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。『
台
北
市
志』
の
｢
寓
賢｣
篇
に
は
、
僅
か
五
人
の
日
本
人
(
伊
能
嘉
矩
、
籾
山
逸
也
、
土
居
通
彦
、
尾
崎
秀
真
、
山
中
樵)
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
五
人
は
、
政
界
や
財
界
の
人
物
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
意
図
的
に
日
本
人
の
掲
載
を
軽
視
し
、
削
減
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。ま
た
、
曹
永
和
氏
の
編
纂
に
よ
る
『
日
拠
前
期
台
湾
北
部
施
政
紀
実』
全
三
冊
の
う
ち
、｢
経
済
篇
・
軍
事
篇｣
(
曹
永
和
・
呉
密
察
編
著
、
台
北
市
文
献
委
員
会
、
一
九
八
六
年)
は
、
王
国

氏
が
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
王
国

氏
の
学
歴
・
経
歴
(
安
徽
省
舒
城
人
、
一
九
一
七
年
五
月
二
一
日
生
ま
れ)
か
ら
み
れ
ば
、
彼
が
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
曹
永
和
氏
の
原
稿
を
審
査
で
き
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
し
て
や
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
年
の
日
本
文
は
相
当
難
解
で
あ
り
、
一
般
に
日
本
語
に
精
通
す
る
人
で
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
台
湾
史
研
究
の
玄
人
の
原
稿
を
門
外
漢
が
審
査
す
る
事
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。『
台
湾
省
通
志
稿』
と
『
台
湾
省
通
志』
を
比
べ
て
み
る
と
、『
台
湾
省
通
志』
に
て
、
お
ろ
そ
か
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
林
衡
道
先
生
訪
談
録』
(
卓
遵
宏
・
林
秋
敏
訪
問
／
林
秋
敏
紀
録
整
理
、
国
史
館
、
一
九
九
六
年)
の
な
か
で
、
林
衡
道
氏
が
関
連
す
る
言
及
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
引
い
て
み
よ
う
。
『
台
湾
省
通
志』
の
編
集
方
法
は
良
く
な
い
。
も
し
再
版
す
る
の
で
あ
れ
ば
、『
台
湾
省
通
志
稿』
に
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
台
湾
省
通
志』
は
、
再
度
、
書
き
写
す
際
に
多
く
の
間
違
い
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、『
台
湾
省
通
志
稿』
と
の
差
異
を
出
す
た
め
に
、
書
き
写
す
際
、
意
図
的
に
省
略
し
て
い
る
部
分
が
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る(
三
三
一
頁
〜
三
三
二
頁)
。
こ
の
ほ
か
、
林
衡
道
氏
は
、
衛
恵
林
、
林
衡
立
、
何
聯
奎
、
林
朝
栄
、
李
天
春
ら
前
輩
の
文
章
は
、『
台
湾
省
通
志
稿』
の
古
典
的
な
名
文
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
内
政
部
は
、『
台
湾
省
通
志
稿』
の
審
査
を
政
治
的
な
目
的
を
も
っ
て
行
っ
た
。
台
湾
省
文
献
委
員
会
の
名
義
で
出
さ
れ
た
『
台
湾
省
通
志
稿
内
政
部
審
査
意
見
書
(
一)』
(
写
真
四)
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
審
査
意
見
を
挙
げ
れ
ば
、『
台
湾
省
通
志
稿』
の
原
文
に
あ
る
｢
漢
民
族｣
を
｢
我
が
大
陸
同
胞｣
に
修
正
(
教
育
志
教
育
行
政
篇)
、
太
平
洋
に
お
け
る
｢
敗
戦｣
を
｢
中
華
侵
略
戦
争
の
敗
戦｣
に
修
正
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所蔵：筆者
(教
育
志
教
育
施
設
篇)
及
び
堡
図
の
｢
堡｣
を
｢
地｣
に
修
正
(
経
済
志
水
利
篇)
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
黄
雅
慧
は
、
こ
う
し
た
内
政
部
の
審
査
意
見
を
挙
げ
て
、
審
査
の
荒
唐
無
稽
さ
を
指
摘
し
た
(｢｢
台
湾
省
通
志
稿｣
的
審
査
奇
文｣
『
台
湾
風
物』
第
四
〇
巻
一
期
、
一
九
九
〇
年
、
一
二
六
頁)
。
(
四)
王
世
慶
・
劉
金
狗
・
高
碧
烈
・
中
村
孝
志
の
集
合
写
真
写
真
五
は
、
あ
る
集
合
写
真
で
あ
る
が
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
九
年
八
月
一
一
日
に
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
右
側
よ
り
天
理
大
学
教
授
の
中
村
孝
志
氏
、
分
館
の
高
碧
烈
股
長
・
劉
金
狗
氏
で
、
最
も
左
側
が
王
世
慶
で
あ
る
。
写
真
の
裏
面
に
は
、
王
世
慶
の
筆
跡
が
あ
る
(
写
真
六)
。
山
中
樵
(
台
湾
総
督
府
図
書
館
館
長)
を
継
承
し
、
劉
金
狗
・
高
碧
烈
の
二
人
が
台
湾
史
関
係
の
文
献
や
書
籍
の
保
存
・
整
理
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
劉
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写真五 王世慶・劉金狗・高碧烈・中村孝志の集合写真
所蔵：筆者
写真六 王世慶・劉金狗・高碧烈・中村孝志の集合写真の裏面
所蔵：筆者
金
狗
氏
の
追
悼
記
念
論
文
と
し
て
は
、
高
志
彬
｢
台
湾
文
献
守
護
神
劉
金
狗
先
生
事
略｣
(『
台
北
文
献』
八
九
、
一
九
八
九
年
、
二
三
三
頁
〜
二
三
五
頁)
及
び
張
炎
憲
｢
整
理
台
湾
資
料
奉
献
一
生
的
劉
金
狗
先
生｣
(『
台
湾
風
物』
第
三
七
巻
一
期
、
一
九
八
七
年
、
一
一
五
頁)
が
あ
る
。ま
た
、
写
真
七
は
、
中
村
孝
志
氏
が
日
本
文
で
校
注
し
、
中
国
語
訳
さ
れ
た
｢
巴
達
維
亜
城
日
記｣
の
表
紙
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
中
村
氏
の
署
名
が
み
て
と
れ
る
。
(
五)
祖
母
・
頼
椪

の
二
次
葬
及
び
国
語
講
習
所
に
関
す
る
資
料
二
次
葬
(
複
葬)
は
、
本
来
、
土
葬
し
た
後
に
行
わ
れ
る
台
湾
人
の
重
要
な
習
俗
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
火
葬
や
納
骨
塔
の
普
及
に
よ
り
、
こ
の
習
俗
は
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
医
師
の
林
瑤
棋
(
台
中
・
真
生
診
療
所
、
台
湾
姓
氏
研
究
学
会
前
理
事
長)
は
、
こ
の
習
俗
が


人
、
百
越
民
族
の
習
俗
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
議
論
し
て
い
る(『
思
古
有
情』
大
康
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
五
二
頁
〜
五
三
頁)
。
我
の
祖
母
・
頼
椪

は
、
一
九
六
九
年
に
亡
く
な
っ
た
。
一
九
七
八
年
、
王
世
慶
は
、
祖
母
の
二
次
葬
の
儀
式
を
主
宰
し
、
私
も
参
加
し
た
。
そ
の
日
、
墓
地
に
お
い
て
は
、
墓
が
慎
重
に
掘
り
起
こ
さ
れ
、
祖
母
の
遺
骨
が
厳
か
に
陶
器
の
壺
に
入
れ
ら
れ
た
(
台
湾
語
の
発
音
は
｢H
on
g
K
im
A
n
g
A
h
｣)
。
王
世
慶
は
、
祖
母
の
二
次
葬
関
係
の
資
料
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
墓
地
の
購
入
記
録
、
擇
日
(
吉
日
選
び)
関
係
資
料
(
台
北
市
能
安
堂
鄭
奎
璧
擇
日
館
―
写
真
八)
、
二
次
葬
用
墳
墓
の
土
地
購
入
記
録
、
墳
墓
施
工
費
用
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明
細
表
等
で
あ
る
。
写
真
九
は
、
二
次
葬
後
に
完
成
し
た
祖
母
の
墓
で
あ
り
、
新
北
市
樹
林
区
三
多
国
民
中
学
(
以
前
の
国
防
部
光
華
営
区
保
安
街
側)
の
対
面
の
山
上
に
あ
る
。
二
次
葬
に
お
け
る
遺
骨
の
処
理
は
、
一
般
的
に
｢

骨｣
と
表
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
林
瑤
棋
は
、｢

骨｣
を
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、｢

骨｣
が
発
音
(｢
｣
の
台
湾
語
の
発
音
は
｢K
io｣)
と
意
味
に
お
い
て
台
湾
語
に
符
合
す
る
た
め
で
あ
る
。｢
｣
に
対
応
す
る
の
は
、
北
京
語
の
｢
｣
(J
ian
)
で
あ
る
が
、｢
｣
骨
は
、
台
湾
語
の
発
音
に
符
合
し
な
い
。
両
者
の
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
、｢
｣
は
、
す
べ
て
取
り
出
す
、
と
い
う
意
味
を
持
つ
の
に
対
し
、
北
京
話
の
｢
｣
は
、
す
べ
て
取
り
出
す
、
あ
る
い
は
一
部
を
取
り
出
す
、
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
後
者
は
、
両
者
を
選
択
で
き
る
点
で
実
態
と
は
異
な
る
。
二
次
葬
は
、
人
類
学
上
、
重
要
な
現
象
で
あ
る
が
、
あ
る
人
は
、
台
湾
人
が
先
人
や
祖
先
の
骨
を
掘
り
起
こ
す
の
は
、
骨
を
福
建
や
広
東
の
故
郷
に
送
り
た
い
か
ら
だ
と
い
う
。
私
は
、
こ
の
解
釈
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
泉
州
人
や

州
人
を
含
む
ど
の
地
84
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所蔵：筆者
写真九 祖母・頼椪?の墓 (二次葬後)
二〇一八年四月五日筆者撮影
方
の
人
の
遺
骨
も
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
前
の
い
わ
ゆ
る
｢
故
郷｣
を
探
し
て
送
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
次
葬
が
行
わ
れ
る
別
の
原
因
に
つ
い
て
、
あ
る
人
は
、
改
葬
後
に
お
け
る
祖
先
の
墓
の
風
水
が
子
孫
に
幸
福
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
主
張
し
て
い
る
。
二
次
葬
に
関
わ
る
論
文
と
し
て
は
、
曹
甲
乙
｢
台
湾
之
喪
葬｣
(『
台
湾
文
献』
第
九
巻
四
期
、
一
九
五
八
年)
、
畢
長
樸
｢
試
論
洗
骨
葬
文
化
的
起
源｣
(『
台
湾
風
物』
第
二
〇
巻
三
期
、
一
九
七
〇
年
、
五
頁)
及
び
国
分
直
一
｢
中
国
の
複
葬｣
(『
環
シ
ナ
海
民
族
文
化
考』
慶
友
社
、
一
九
七
六
年
、
五
一
七
頁
〜
五
六
一
頁)
等
が
あ
る
。写
真
一
〇
は
、
私
の
祖
母
・
頼
椪

の
沙
崙
簡
易
国
語
講
習
所
の
｢
講
習
証
書｣
で
あ
る
。
祖
母
(
一
八
九
七
年
生
ま
れ)
は
、
か
つ
て
国
語
講
習
所
で
勉
強
し
て
い
た
。
こ
の
証
書
の
発
行
年
は
、｢
昭
和
十
三
年｣
(
一
九
三
八
年)
で
あ
り
、
当
時
、
す
で
に
祖
母
は
四
一
歳
に
な
っ
て
い
た
。
私
の
記
憶
の
な
か
で
、
祖
母
が
日
本
語
を
話
す
の
を
聴
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
講
習
の
効
果
が
良
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
世
慶
は
、
私
に
こ
の
証
書
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
は
た
だ
祖
母
が
講
習
所
で
勉
強
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
祖
母
の
講
習
証
書
に
は
王
氏
椪

と
あ
る
が
、
法
律
上
の
彼
女
の
名
前
は
、
頼
椪

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
枋
寮
の

州
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
祖
母
が
小
さ
い
頃
に
枋
橋
溪
州
の
泉
州
人
の
王
家
に
養
女
に
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
祖
母
は
、｢

州
仔｣
の
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
三
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
板
橋
街
誌』
(
編
輯
・
発
行
人：
淀
川
喜
代
治)
に
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よ
れ
ば
、
沙
崙
簡
易
国
語
講
習
所
は
一
九
三
二
年
六
月
二
二
日
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
日
本
統
治
時
代
の
国
語
講
習
所
に
つ
い
て
は
、
藤
森
智
子
『
日
本
統
治
下
台
湾
の
｢
国
語｣
普
及
運
動：
国
語
講
習
所
の
成
立
と
そ
の
影
響』
(
慶
應
義
塾
大
学
出
版
、
二
〇
一
六
年)
に
詳
し
い
。
こ
の
国
語
講
習
所
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
、
呉
文
星
｢
日
拠
時
期
台
湾
総
督
府
推
広
日
語
運
動
初
探｣
(『
東
海
歴
史
学
報』
(
台
湾
開
発
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
専
輯)
第
七
期
、
一
九
八
五
年
、
七
七
頁
〜
一
二
二
頁)
に
依
拠
し
な
が
ら
、
国
語
伝
習
所
と
国
語
講
習
所
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
国
語
伝
習
所
は
、
一
八
九
六
年
か
ら
一
八
九
八
年
の
間
、
台
湾
総
督
府
が
台
湾
人
に
日
本
語
を
習
わ
せ
る
た
め
に
設
け
た
施
設
で
あ
る
。
甲
科
と
乙
科
に
分
か
れ
、
甲
科
は
、
一
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
あ
る
一
定
の
漢
文
の
素
養
を
持
っ
た
者
を
入
学
さ
せ
、
生
活
費
の
支
給
も
あ
り
、
修
業
期
間
は
半
年
で
あ
っ
た
。
他
方
、
乙
科
は
、
八
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
児
童
を
入
学
さ
せ
、
学
費
は
不
要
で
、
修
業
期
間
は
四
年
で
あ
り
、
日
本
語
以
外
に
も
、
算
術
、
歴
史
、
地
理
、
唱
歌
、
体
操
等
の
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
乙
科
は
、
一
八
九
八
年
に
設
置
さ
れ
る
公
学
校
の
前
身
で
あ
る
。
国
語
講
習
所
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
間
、
各
州
に
お
い
て
、
日
本
の
国
庫
か
ら
費
用
が
出
さ
れ
た
特
殊
な
教
育
施
設
で
あ
る
。
簡
易
国
語
講
習
所
と
国
語
講
習
所
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
二
五
歳
以
上
の
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
々
を
募
集
し
、
修
業
期
間
は
三
ヶ
月
か
ら
六
ヶ
月
で
あ
る
。
講
習
費
は
徴
収
せ
ず
、
講
習
科
目
は
国
語
以
外
に
修
身
、
公
民
、
算
術
、
体
操
、
唱
歌
等
科
目
が
あ
っ
た
。
後
者
は
、
一
二
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
青
少
年
を
受
け
入
れ
、
修
業
期
間
は
一
年
か
ら
四
年
で
、
夜
間
を
利
用
し
て
授
業
を
行
っ
た
。
科
目
と
し
て
は
、
国
語
、
算
術
、
唱
歌
、
体
操
、
遊
戯
、
家
事
、
裁
縫
等
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
需
要
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
国
語
保
育
園
、
特
設
国
語
講
習
所
(
公
学
校
や
国
民
学
校
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
児
童
を
受
け
入
れ
、
修
業
期
間
は
三
年)
及
び
特
別
指
導
国
語
講
習
所
等
が
設
立
さ
れ
た
。
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お
わ
り
に
か
え
て
―
回
顧
と
感
想
―
こ
こ
三
年
ほ
ど
、
私
は
、
父
・
王
世
慶
の
論
文
を
読
ん
で
い
る
が
、
彼
の
早
期
の
い
く
つ
か
の
著
作
は
、
緻
密
さ
に
欠
け
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
と
、
そ
の
後
の
時
期
の
著
作
を
比
べ
る
と
、
王
世
慶
の
努
力
や
改
善
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
王
世
慶
の
日
本
語
の
能
力
は
極
め
て
優
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
研
究
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
悲
哀
に
止
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
世
代
の
台
湾
人
の
悲
哀
で
も
あ
る
。
彼
の
論
文
集
の
自
序
に
お
い
て
、
清
代
の
研
究
を
選
択
し
た
理
由
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
清
が
台
湾
を
統
治
し
た
期
間
は
と
て
も
長
く
、
研
究
課
題
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、｢
か
つ
て
清
代
以
後
の
台
湾
史
研
究
、
特
に
日
拠
時
代
か
ら
一
九
四
九
年
以
前
の
台
湾
史
研
究
は
、
環
境
の
制
限
を
強
く
受
け
て
お
り
、
学
術
的
な
観
点
か
ら
自
由
に
研
究
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た｣
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
世
慶
は
、
｢
清
代
台
湾
の
農
村
経
済
問
題
の
研
究
を
毅
然
と
し
て
選
択
し
、
そ
れ
を
一
生
の
仕
事
に
し
た｣
の
で
あ
る
(
王
世
慶
『
清
代
台
湾
社
会
経
済』
聯
経
出
版
公
司
、
一
九
九
四
年)
。
私
が
大
学
で
学
ん
で
い
た
頃
、
王
世
慶
は
、
私
に
次
の
よ
う
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
人
の
あ
る
日
本
人
研
究
者
よ
り
、
台
湾
の
研
究
者
が
日
本
統
治
時
代
を
研
究
す
る
時
、
な
ぜ
抗
日
だ
け
し
か
研
究
で
き
な
い
の
か
、
と
聞
か
れ
た
と
。
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
は
、
多
く
の
研
究
課
題
が
あ
り
、
抗
日
研
究
だ
け
で
は
な
い
。
政
治
的
な
環
境
の
変
化
は
、
一
種
の
奇
妙
な
状
況
を
生
み
出
し
た
。
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
史
研
究
は
、
父
よ
り
若
い
人
た
ち
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
生
理
学
者C
lau
de
B
ern
ard
(
一
八
一
三
―
一
八
七
八)
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
｢
芸
術
は
私
で
あ
る
。
科
学
は
我
々
で
あ
る｣
(A
rt
is
I;
scien
ce
is
w
e.
L
'art
c'est
m
oi,
la
scien
ce
c'est
n
ou
s.)
。
歴
史
、
少
な
く
台湾史研究の先駆者王世慶について87
と
も
近
代
的
な
意
義
を
持
つ
｢
歴
史｣
は
、
科
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
史
料
の
分
析
・
判
断
・
解
釈
に
基
づ
く
歴
史
は
む
ろ
ん
科
学
と
い
え
る
が
、
文
章
を
如
何
に
表
現
す
る
か
、
そ
こ
に
は
芸
術
的
な
空
間
が
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
の
文
章
は
、
科
学
性
と
芸
術
性
の
両
面
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家M
acau
lay
に
よ
れ
ば
、
真
に
迫
る
歴
史
学
の
文
章
と
は
｢
人
物
を
再
生
し
て
召
喚
し
、
そ
の
言
行
を
再
現
で
き
る｣
("H
e
cou
ld
call
h
u
m
an
bein
g
s
in
to
ex
isten
ce,
an
d
m
ak
e
th
em
ex
h
ibit
th
em
selves.";
T
h
om
as
B
abin
g
ton
M
acau
lay
:
L
ife
an
d
W
ritin
g
s
of
A
ddison
,
J
u
ly
,
1843)
も
の
で
あ
る
。
歴
史
家
は
、
史
料
と
先
人
の
研
究
に
基
づ
き
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
後
世
の
人
の
研
究
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
清
代
の
銭
大
(
一
七
二
八
年
－
一
八
〇
四
年)
の
言
葉
が
参
考
に
な
る
。
彼
は
、｢
答
王
西
荘
書｣
(『
潜
研
堂
文
集』
巻
三
十
五)
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
学
問
は
悠
久
で
あ
る
。
誤
り
を
正
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
先
人
の
仕
事
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
若
い
人
た
ち
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
自
身
の
論
説
に
お
け
る
主
張
や
議
論
は
、
謙
虚
さ
と
公
平
さ
を
具
え
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
。
小
さ
な
誤
り
は
、
論
説
の
最
も
重
要
な
部
分
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
宋
の
学
者
の
厳
格
な
基
準
に
従
っ
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
史
料
や
記
録
等
に
対
し
、
見
誤
り
、
誤
解
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
り
間
違
っ
た
方
向
に
誘
導
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
｢
誤
り｣
を
正
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
世
慶
は
、
一
九
二
八
年
生
ま
れ
で
、
日
本
の
敗
戦
時
期
と
、
時
間
的
に
短
い
が
混
乱
し
た
中
華
民
国
時
期
(
一
九
四
五-
一
九
四
九)
を
過
ご
し
た
。
こ
の
後
、
中
華
民
国
は
、
中
華
人
民
共
和
国
に
敗
れ
、
台
湾
に
退
い
た
。
で
は
、
私
の
父
親
世
代
は
、
戦
勝
国
の
88
国
民
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
敗
戦
国
の
国
民
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
王
世
慶
に
そ
の
こ
と
を
尋
ね
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
私
は
、
林
瑤
棋
医
師
の
考
え
方
に
同
意
す
る
。
林
医
師
は
、
自
身
が
二
度
敗
戦
国
の
国
民
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
曰
く
｢
要
す
る
に
、
こ
の
七
〇
年
来
、
私
は
い
っ
た
い
敗
戦
国
民
な
の
か
戦
勝
国
民
な
の
か
、
時
と
し
て
私
自
身
も
ま
た
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
か
っ
た
。
毎
夜
、
夜
が
更
け
る
と
、
私
は
、
一
生
の
う
ち
に
二
度
政
権
が
代
わ
っ
た
こ
と
や
、
こ
の
二
度
の
政
権
は
、
と
も
に
敗
戦
国
で
は
な
い
の
か
、
と
考
え
て
い
る｣
と
(｢
両
個
戦
敗
国
一
個
少
年
郎｣
『
自
由
時
報』
二
〇
一
五
年
七
月
四
日
、
自
由
広
場)
。
中
華
民
国
が
台
湾
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
一
種
の
奇
妙
な
状
況
で
あ
る
。
中
華
民
国
は
、
台
湾
(
金
門
・
馬
祖
を
含
む)
に
お
い
て
は
存
在
す
る
が
、
台
湾
を
離
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
郭
国
基
議
員
は
、
か
つ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
央
政
府
が
一
二
月
七
日
に
台
湾
へ
の
｢
移
転｣
を
決
定
し
た
時
、
台
湾
で
は
ち
ょ
う
ど
｢
全
省
行
政
会
議｣
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
重
大
情
報
が
台
湾
に
伝
わ
っ
た
時
、
当
時
の
省
参
議
会
会
長
黄
朝
琴
は
、
即
座
に
省
民
を
代
表
し
て
、
中
央
政
府
へ
の
忠
誠
と
そ
の
意
を
擁
護
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
は
、
全
省
各
県
市
の
首
長
を
集
め
、
共
に
国
民
党
総
裁
蒋
介
石
に
対
し
｢
反
攻
勝
利
の
偉
業
は
期
待
で
き
る
。
中
興
は
目
前
で
あ
る｣
と
の
信
念
を
伝
え
た
。
そ
の
な
か
で
、
た
だ
一
人
の
｢
大
砲｣
と
呼
ば
れ
た
党
外
議
員
の
郭
国
基
は
、
反
対
を
唱
え
、
皮
肉
を
込
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、｢
日
本
の
敗
戦
後
、
台
湾
は
、
祖
国
の
懐
に
帰
っ
た
。
大
陸
陥
落
後
、
祖
国
は
台
湾
の
懐
に
し
が
み
つ
い
た｣
、
と(
公
共
テ
レ
ビ
『
台
湾
歴
史
隧
道』
｢
一
九
四
九-
一
二-
七
中
華
民
国
政
府
決
議
｢
播
遷｣
来
台｣
二
〇
一
一/
一
二/
〇
七
、
蔡
漢
勲)
。
台湾史研究の先駆者王世慶について89
【
補
記
】
王
世
慶
を
記
念
し
て
、
次
の
二
つ
の
雑
誌
が
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
・｢
紀
念
王
世
慶
先
生
専
輯｣
『
台
湾
文
献』
第
六
二
巻
第
一
期
、
二
〇
一
一
年
・｢
王
世
慶
先
生
紀
念
専
輯｣
『
台
湾
風
物』
第
六
一
巻
第
二
期
、
二
〇
一
一
年
90
